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エクステリアとしての木材利用

1 エクステリアとしての木材利用

エクステリア用の部材に木材を使う例が増えて

います。個人住宅向けのデッキやラティスなどは

DIYショップなどでも安価に売られていて、防

腐処理が施されているものもあります。

なぜ木材を使うのか?考えてみますと、適度の

柔らかさと弾性をもっ、景観になじむ、触れたと

きに冷たくない(熱くない)、人目をひきやすい、

外材なら価格が安い、釘うちができ、加工も大工

道具で可能である、などの理由があるでしょう。

総合的な評価をすれば鉄やプラスチックなどの材

料よりも優れているといえるでしょう。木材を屋

外で長く、快適に使う場合には「劣化対策jが必

要です。

2 高い耐久性部材の開発

1)生物劣化対策(耐朽性、耐腐朽性)

木材(や含まれている成分)が菌類やシロアリ

の栄養源となって代謝されることが「腐朽jであ

り「食害Jです。腐朽には空気(酸素)、適度な温

度、栄養源と水が必要です。土壌深くや常時水中

にあるような杭を別にすれば、酸素を遮断するこ

とはできませんし、常温以外の温度環境も困難で

す。となると、防腐対策は栄養源と水です。水対

策はあとで触れるとして、まずは栄養源とならな

い工夫です。防腐処理をしなくても而柄性に優れ

た樹種があります。南洋材のイベ、ボンゴシなど

がそうで、商業建築のデッキなどに多く使われて

いるのを目にします。これらの樹種の心材は町柄

性に優れています(表-1)。なぜ樹種によって差

があるのか?高耐朽性の樹種では、菌類を忌避す

る成分を、きわめて多量に、心材中に含有してい

ること・が知られています いわば生まれながら

にしての防腐処理木材といったところでしょう

か。そうでない樹種でも、しっかり防腐処理され

ていれば、土壌に接した環境下でも10年以上の耐

用は可能です(表ー2)。

しかし近年では、防腐効力に優れたCCAから、

より環境にやさしいAAC、ACQなどの薬剤に

*全抽出物の含有量:チーク15%、パープルハート10%など

代わってきました。ただし環境にやさしいことは

「腐朽菌類やシロアリにもやさししリことを意味

します。現場、目的や耐周年数によっては、無処

理や軽い処理でもよいなどの考え方も定着してき

ました。シロアリに対する物理的な障害物を設置

したり、あるいは天敵の利用など方法も提案され

表-1 心材の樹種別耐腐朽性の比較

心材の 野外
日本材 北米初、北洋材 南洋材

耐朽性 耐用性

極大 9年 ポンゴシ(アゾベ}、 ド

以上 ゥーシェ、イベ

大 7-自 ヒノキ、ヒパ、 ベイヒ 、レγ ドウ マホガ=一、チー夕 、
年 クリ、ケヤキ ッド、ベイスギ‘ ジャラ、ピンカドー

ベイヒパ

中 5-6 カラマツ、ス ベイマツ、シベり タJレイン、ケンパス、

年 ギ、ナラ 、カ アカラマツ カプール、カロフィル
シ類 ム

3-4 マツ類、モミ、 ベイツガ、サザン アピトン、レッドラワ
年 7 カンパ、プ ，{イン、ソフトメ ン、ジョンコン、タウ

ナ、コナラ ープル ン、ナト一、ユーカリ

纏小 1-2 エゾマツ、ト ベイモミ 、スプル アガチス、ジェルトン、
年 ドマツ、キリ ース、ラジアタマ アルストニア、ラミ ン

ツ

-野丹耐用性は土に穫する部分で.土k鍍しなければこの値の 2倍種度の耐用性があると
考えられる.

出興・{耐)a 本住宅・木材設備センター
『大網繊木造建鏑輔の保守菅理マニュアルJ0.211(997) 

表-2 加圧注入周防腐剤によって処理された

スギ辺材杭(3X3X60cm)O)野外における耐周年数(八王子市)

薬剤 吸平収均量 耐用年数

(Jm/m3) 

クレオソート油 503 36年以上
n 52 19年
n 27 17年

CCA(JIS K 1554 Type 1) 12 31年以上

" 2.2 18年
CCA(JIS K 1554 Type 2) 10.9 27年

" 1.8 13年
ナフテン酸銅(NCU) 銅として4.5 17年以上
ナフテン酸亙鉛(NZN) 亜鉛として5.6 17年以上
フェノール樹脂 30% 144 20年

" 20% 77 17年

" 10% 49 15年
日"")IlC仏AC) 17 7年以上

K!l 6.1 7年以上

無処理 3年
(森林総合研究所、林業試験場監修

:木材工業ハンドブックにその後のデータを追加)
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ています。ノンレス・ケミカノレな(薬剤に依存し

ないような)方法が求められています。

2)紫外線劣化対策(耐候性)

過度の日焼けは健康に悪影響だそうですが、木

材も日光にさらされると劣化し、雨水は劣化を促

進します。日光を遮断するためには、濃い色のペ

ンキや木材保護塗料を塗ることは有効です。ただ

木材と塗料との「なじみJ(間着性)が悪いと、ペ

ンキの膜がはがれてしまいます。木材保護塗料は

木材との「なじみJが考慮されています。「なじ

みjの改善には、下塗り(プライマー塗布)をし

たり、下地である木材に化学的な処理をする方法

があります。化学的な処理によって高耐候性(=

高付加価値化)を目指した看板も商品化できまし

た(写真-1)。

木材保護塗料には強固な塗膜を作るもの、塗膜

が目立たないものなどがあります。デッキ面など

の過酷な水平暴露条件下で夏を2回くらい経験す

ると、どちらのタイプも塗装面のはがれが目立っ

てきます。塗装面のはがれは、塗膜を作らないタ

イプの方が、見苦しくありません。

3)高耐久設計・水じまいの工夫ー

耐候性や耐腐朽性を考えるときに、雨水などに

濡れないようにする、水はけをよくする設計も大

切です。サインボードならば水平よりも垂直にす

る(写真-1)、角を丸くする(写真一1)、屋根をつ

ける(表紙写真一1)、欄干などではキャップをか

ぶせる(写真ー2)、建物であればひさしを長くす

る、基礎高を高くする、床下の通気性を確保して

湿度を下げる、デッキや手すりなどですと、 U字

金物を使う(写真-3)、木ねじを裏側からとめる

(図ー1)、根太との接点を少なくする(同)、が考

えられます。

3 メンテナンス

メンテナンスも大切です。そのために、点検し

やすい構造にする、部材の取り替えを容易にでき

るようにする、などの工夫が求められています。

メンテナンスは劣化しやすい部分を重点的に行え

ば経済的にも安くてすみます。たとえばデッキ部

材の屋外暴露実験例では2年でおもて面は劣化が

著しいものの裏面、側面ではほとんど新品と変わ

りませんでした。
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4 これからの課題

適切な薬剤処理と高耐久設計の併用によって木

材を安心して使える材料にすることが課題です。

木材を信頼性のある材料にすること、すなわち耐

久性能が何年であるかを明示できるようにするこ

とです。もうひとつは、強力な薬剤処理が難しく

なってきたために、高耐久性設計にももっと力を

注ぐ必要があります。知恵を結集し、金属などの

他材料も上手に使い、木材による、うるおい豊か

な生活空間を創造しようではありませんか。

(木材部吉野)

匿E

スク9;，.-
革島ト

(ヒノキ間伐材:加圧注入による保存処理)

{出典最新木材工業事典p17)

園-1 公園ベンチの雨じまいの例

写真-3 手すり材のU字金具閤定




